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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　互いに同期して再生可能な、視点位置の異なる複数の映像コンテンツで構成される、番
組コンテンツを再生するコンテンツ再生装置において、
　前記番組コンテンツを構成する複数の映像コンテンツの中から、表示部に表示する映像
コンテンツを選択する選択手段と、
　前記選択手段により第１の映像コンテンツが選択された後に、第２の映像コンテンツが
選択された場合に、表示部に表示する映像コンテンツを、前記第１の映像コンテンツから
前記第２の映像コンテンツへ切り替える処理を行う切り替え手段と、
　前記切り替え手段による切り替え処理が行われてから所定期間、前記第２の映像コンテ
ンツの再生速度が、前記切り替え手段による切り替え処理前における前記第１の映像コン
テンツの再生速度よりも遅い速度になるように制御を行う制御手段と
を有することを特徴とするコンテンツ再生装置。
【請求項２】
　前記映像コンテンツに含まれるフレーム画像間における映像の動き量を取得する取得手
段を有し、
　前記取得手段により取得した動き量が所定の閾値以上の場合には、前記制御手段は、表
示部に表示する前記第２の映像コンテンツの再生速度が、前記切り替え手段による切り替
え処理前における前記第１の映像コンテンツの再生速度よりも遅い速度になるようにする
制御を行い、前記取得手段により取得した動き量が所定の閾値未満の場合には、前記制御
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手段は、表示部に表示する前記第２の映像コンテンツの再生速度が、前記切り替え手段に
よる切り替え処理前における前記第１の映像コンテンツの再生速度よりも遅い速度になる
ようにする制御を行わないことを特徴する請求項１に記載のコンテンツ再生装置。
【請求項３】
　前記取得手段は、前記切り替え手段による切り替え処理前における、前記第２の映像コ
ンテンツに含まれるフレーム画像間における映像の動き量を取得することを特徴とする請
求項２に記載のコンテンツ再生装置。
【請求項４】
　前記番組コンテンツを構成する複数の映像コンテンツは、互いに異なる複数の視点位置
の映像コンテンツであり、
　前記制御手段は、前記第１の映像コンテンツの視点位置から前記第２の映像コンテンツ
の視点位置への視点位置の変化量を取得し、前記切り替え手段による切り替え処理が行わ
れてから所定期間における前記第２の映像コンテンツの再生速度が、取得した前記変化量
に応じた速度になるように制御を行うことを特徴とする請求項１乃至３のいずれか一項に
記載のコンテンツ再生装置。
【請求項５】
　複数の映像コンテンツで構成される番組コンテンツを再生するコンテンツ再生装置の制
御方法において、
　前記番組コンテンツを構成する複数の映像コンテンツの中から、表示部に表示する映像
コンテンツを選択する選択工程と、
　前記選択工程において第１の映像コンテンツが選択された後に、第２の映像コンテンツ
が選択された場合に、表示部に表示する映像コンテンツを、前記第１の映像コンテンツか
ら前記第２の映像コンテンツへ切り替える処理を行う切り替え工程と、
　前記切り替え工程において切り替え処理が行われてから所定期間、前記第２の映像コン
テンツの再生速度が、前記切り替え工程における切り替え処理前の前記第１の映像コンテ
ンツの再生速度よりも遅い速度になるように制御を行う制御工程と
を有することを特徴とするコンテンツ再生装置の制御方法。
【請求項６】
　前記映像コンテンツに含まれるフレーム画像間における映像の動き量を取得する取得工
程を有し、
　前記取得工程において取得された動き量が所定の閾値以上の場合には、前記制御工程で
は、表示部に表示する前記第２の映像コンテンツの再生速度が、前記切り替え工程におけ
る切り替え処理前の前記第１の映像コンテンツの再生速度よりも遅い速度になるようにす
る制御を行い、前記取得工程において取得された動き量が所定の閾値未満の場合には、前
記制御工程では、表示部に表示する前記第２の映像コンテンツの再生速度が、前記切り替
え工程における切り替え処理前の前記第１の映像コンテンツの再生速度よりも遅い速度に
なるようにする制御を行わないことを特徴する請求項５に記載のコンテンツ再生装置の制
御方法。
【請求項７】
　前記取得工程では、前記切り替え工程における切り替え処理前の、前記第２の映像コン
テンツに含まれるフレーム画像間における映像の動き量を取得することを特徴とする請求
項６に記載のコンテンツ再生装置の制御方法。
【請求項８】
　前記番組コンテンツを構成する複数の映像コンテンツは、互いに異なる複数の視点位置
の映像コンテンツであり、
　前記制御工程では、前記第１の映像コンテンツの視点位置から前記第２の映像コンテン
ツの視点位置への視点位置の変化量を取得し、前記切り替え工程において切り替え処理が
行われてから所定期間における前記第２の映像コンテンツの再生速度が、取得した前記変
化量に応じた速度になるように制御を行うことを特徴とする請求項５乃至７のいずれか一
項に記載のコンテンツ再生装置の制御方法。
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【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、複数の映像コンテンツで構成される番組コンテンツを再生する再生装置及び
その制御方法に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　異なる視点位置から撮影した複数の映像コンテンツを切り替えて表示することにより、
立体感のあるダイナミックな映像を生成するシステムが開発されている。このような複数
の映像コンテンツで構成される番組コンテンツは、再生する際にユーザの操作により、表
示中の映像コンテンツから、互いに同期して再生可能な、異なる視点位置の映像コンテン
ツへ切り替えることが可能である。このような番組コンテンツを、スポーツなどのハイラ
イトシーン等において製作することにより、番組コンテンツ内で注目度の高いシーンで、
ユーザが所望する視点位置からの視聴が可能となる。
【０００３】
　図１１に、複数の映像コンテンツで構成される番組コンテンツを表示する際の表示画面
例を示す。また図１２に複数の映像コンテンツで構成される番組コンテンツを再生するコ
ンテンツ再生装置の動作概要を示す。図１１のように、再生中の番組コンテンツに含まれ
る各映像コンテンツの視点位置・撮影方向等の視点情報や操作情報を、視聴中の映像コン
テンツと共に表示部にＧＵＩ（Ｇｒａｐｈｉｃａｌ　Ｕｓｅｒ　Ｉｎｔｅｒｆａｃｅ）と
して表示する。
【０００４】
　図１１、図１２において複数の映像コンテンツで構成される番組コンテンツは、被写体
を撮影するカメラＣ１～Ｃ３による映像コンテンツＶ１～Ｖ３から成ると仮定する。コン
テンツ再生装置は、番組コンテンツに含まれる複数の映像コンテンツを同時にデコード処
理し、各々の同期をとって再生する。そして、複数の映像コンテンツのうちから１つの映
像コンテンツを表示部に所定の再生速度で出力する。図１２において、時刻Ｔ１から映像
コンテンツＶ１を表示部に表示しているとき、時刻Ｔ２でユーザが映像コンテンツＶ３へ
の切り替え操作を行ったとする。このとき表示部に表示される映像は、映像コンテンツＶ
１のフレーム画像Ｆ１から映像コンテンツＶ３のフレーム画像Ｆ３へ切り替わり、続いて
映像コンテンツＶ３の映像が表示される。
【０００５】
　特許文献１には、任意のタイミングで視点位置の切り替えを行い、別の視点位置からの
映像コンテンツを再生する際に、ユーザに対して不自然な動画像が提示されてしまうこと
のないように、映像を途切れることなく連続再生する技術が開示されている。
【０００６】
　また一方、特許文献２には、動きの早い映像の内容を把握できるようにするために、映
像のフレーム画像間における変化量を検出し、変化量が多い場合には再生速度を自動的に
遅くする技術が開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】特開２００３－１７９８６７
【特許文献２】特開平１０－２４３３５１
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　互いに同期して再生可能な、視点位置の異なる複数の映像コンテンツで構成される番組
コンテンツの視聴環境において、映像コンテンツの切り替え処理により視点位置を変えた
とき、映像の内容からどこの視点位置の映像かを瞬時に判断することは難しい。このとき
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、切り替え処理後の映像コンテンツを通常の再生速度で再生してしまうと更に、切り替え
処理後の映像コンテンツの視点位置と被写体の相対関係を瞬時にユーザが理解することは
難しくなる。
【０００９】
　そこで本発明は、番組コンテンツの視聴中に映像コンテンツの切り替え処理が行われた
際、切り替え処理後の映像コンテンツの視点位置と被写体の相対関係をユーザが理解でき
るように映像コンテンツの再生を行うコンテンツ再生装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　上記目的を達成するために、本発明のコンテンツ再生装置は、互いに同期して再生可能
な、視点位置の異なる複数の映像コンテンツで構成される、番組コンテンツを再生するコ
ンテンツ再生装置であって、前記番組コンテンツを構成する複数の映像コンテンツの中か
ら、表示部に表示する映像コンテンツを選択する選択手段と、前記選択手段により第１の
映像コンテンツが選択された後に、第２の映像コンテンツが選択された場合に、表示部に
表示する映像コンテンツを、前記第１の映像コンテンツから前記第２の映像コンテンツへ
切り替える処理を行う切り替え手段と、前記切り替え手段による切り替え処理が行われて
から所定期間、前記第２の映像コンテンツの再生速度が、前記切り替え手段による切り替
え処理前における前記第１の映像コンテンツの再生速度よりも遅い速度になるように制御
を行う制御手段とを有することを特徴とする。また、上記目的を達成するために、本発明
のコンテンツ再生装置の制御方法は、複数の映像コンテンツで構成される番組コンテンツ
を再生するコンテンツ再生装置の制御方法であって、前記番組コンテンツを構成する複数
の映像コンテンツの中から、表示部に表示する映像コンテンツを選択する選択工程と、前
記選択工程において第１の映像コンテンツが選択された後に、第２の映像コンテンツが選
択された場合に、表示部に表示する映像コンテンツを、前記第１の映像コンテンツから前
記第２の映像コンテンツへ切り替える処理を行う切り替え工程と、前記切り替え工程にお
いて切り替え処理が行われてから所定期間、前記第２の映像コンテンツの再生速度が、前
記切り替え工程における切り替え処理前の前記第１の映像コンテンツの再生速度よりも遅
い速度になるように制御を行う制御工程とを有することを特徴とする。
【発明の効果】
【００１１】
　番組コンテンツの視聴中に映像コンテンツの切り替え処理が行われた際、切り替え処理
後の映像コンテンツの視点位置と被写体の相対関係をユーザが理解できるように映像コン
テンツの再生を行うことができる。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】本発明の実施例１に係るＴＶ受信装置の構成図である。
【図２】本発明の実施例に係るリモコンのリモコンキーの構成例である。
【図３】本発明の実施例１に係る多視点映像コンテンツにおける再生フレーム画像の流れ
を示した図である。
【図４】本発明の実施例１に係る多視点映像コンテンツの再生処理に関するフローチャー
トである。
【図５】多視点映像プログラムに記述されている再生制御情報の例を示す図である。
【図６】再生速度の設定用ＧＵＩ画像の提示例を示す図である。
【図７】本発明の実施例２に係るＴＶ受信装置の構成図である。
【図８】本発明の実施例２に係る多視点映像コンテンツにおける再生フレーム画像の流れ
を示した図である。
【図９】本発明の実施例２に係る多視点映像コンテンツの再生処理に関するフローチャー
トである。
【図１０】本発明の実施例３に係るＴＶ受信装置の構成図である。
【図１１】複数の映像コンテンツで構成される番組コンテンツを表示する際の表示画面例
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を示す図である。
【図１２】複数の映像コンテンツで構成される番組コンテンツを再生するコンテンツ再生
装置の動作概要を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　以下、本発明の実施例について説明する。本発明のコンテンツ再生装置は、例えばＴＶ
受信装置、レコーダ装置、携帯電話、及びパソコンなどが挙げられる。
【００１４】
　（実施例１）
　本発明の実施例について、コンテンツ再生装置としてＴＶ受信装置を例に挙げて、以下
に具体的に説明する。また、本実施例では、再生する番組コンテンツとして、複数の映像
コンテンツからなる多視点映像コンテンツである場合について説明する。多視点映像コン
テンツとは、互いに同期して再生可能な視点位置の異なる複数の映像コンテンツで構成さ
れ、例えばある被写体を取り囲むように配置した複数台のカメラで同期撮影した複数の映
像コンテンツで構成されるものである。
【００１５】
　図１は、本発明の実施例１に係るＴＶ受信装置１００の構成図である。ＴＶ受信装置１
００は、チューナ部１０１、ネットワークＩ／Ｆ部１０２、ＴＳデコーダ部１０３、ＡＶ
デコーダ部１０４、切替／生成部１０５、ＡＶ処理部１０６、出力部１０７、メモリ部１
０８、ＨＤ（ハードディスク）１０９、制御部１１０、ＧＵＩ作成部１１１、及びリモコ
ン受信部１１２を備える。これらは、各々内部バスによって接続されており、制御部１１
０の制御信号によって動作し、相互にデータを送受信することができる。制御部１１０は
、予めメモリ部１０８に内蔵されている受信機プログラムを実行する。そして、実行され
た受信機プログラムと、受信したユーザからのリモコン制御信号とに基づき、各構成部に
制御指示を出す。受信機プログラムの具体的な制御として、通常の番組選局や、ユーザ設
定などがある。以下、特に断りがない限り、制御部１１０の動作は、受信機プログラムに
基づくものとする。
【００１６】
　チューナ部１０１は、制御部１１０からの制御指示に応じて、デジタル放送波を受信し
、復調処理を行って映像や音声などを多重化したコンテンツデータ（ＴＳデータ）を抽出
する。ネットワークＩ／Ｆ部１０２は、ネットワーク経由でコンテンツデータを取得する
。チューナ部１０１或いはネットワークＩ／Ｆ部１０２から取得したコンテンツデータは
、ファイル形式でダウンロードされ、メモリ部１０８またはＨＤ１０９に保存される。
【００１７】
　ＴＳデコード部１０３は、メモリ部１０８またはＨＤ１０９に保存されたコンテンツデ
ータを、制御部１１０からの制御指示に応じて読み出す。そしてＴＳデコード部１０３は
、コンテンツデータから、映像ストリームデータ、音声ストリームデータ、ＰＣＲ等の同
期情報及び番組情報データ等、通常の番組表示に必要な各種データが取り出す。映像スト
リームデータと音声ストリームデータは、ＡＲＩＢにて規定されているＭｐｅｇ形式のデ
ータである。番組情報データは、ＡＲＩＢにて規定されているＰＳＩ／ＳＩ情報（Ｐｒｏ
ｇｒａｍ　Ｓｐｅｃｉｆｉｃａｔｉｏｎ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ、及びＳｅｒｖｉｃｅ
　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ）を指す。取得したコンテンツデータが複数の映像コンテンツ
からなる多視点映像コンテンツであった場合、多視点映像制御プログラムをコンテンツデ
ータから取り出し、メモリ部１０８へ保存する。多視点映像制御プログラムとは、現在デ
ジタル放送で運用されているＡＲＩＢ規定のＢＭＬ形式のプログラム、若しくは、Ｊａｖ
ａ形式のプログラムである。しかし、これに限定されるものでない。再生する多視点映像
コンテンツに対応した多視点映像制御プログラムは、予めＴＶ受信装置１００に内蔵され
ていてもよいし、送出側から送られてきてもよい。多視点映像制御プログラムは、多視点
映像コンテンツに含まれる複数の映像コンテンツから、再生する映像コンテンツを選択及
び再生する処理や、再生速度を指定する処理を実行するためのソースコードを含む。更に
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、ユーザに提示するＧＵＩ部品データを描画する処理を実行するためのソースコードを含
む。
【００１８】
　ＡＶデコード部１０４は、ＴＳデコード部１０３から入力された映像ストリームデータ
及び音声ストリームデータを、ＰＣＲ等の同期情報を用いて同期を取りながらデコードす
る。更にＡＶデコード部１０４は、複数の映像ストリームデータを同時にデコードできる
機能を有する。複数の映像ストリームデータ間の同期をとるため、１つの映像ストリーム
データのデコードに使用するクロックをマスタークロックとし、他の映像ストリームデー
タのデコードも、そのクロックに同期してデコードを行う。また、複数の映像ストリーム
データのデコード開始タイミングをそろえるため、各映像ストリームデータの先頭の再生
フレームをデコード後、一時的にポーズできる機能を持つ。ＡＶデコード部１０４にてデ
コードされた映像ストリームデータ及び音声ストリームデータは、切替／生成部１０５へ
出力される。また、ＡＶデコード部１０５は、受信機プログラム又は多視点映像制御プロ
グラムによる再生速度調整指示を、制御部１１０からうけた場合、指示された再生速度に
対応する転送速度で、切替／生成部１０５へ転送する。
【００１９】
　切替／生成部１０５は、制御部１１０の制御指示に基づいて、ＡＶデコード部１０４か
ら出力される映像ストリームデータの内の１つを選択する。更に、選択された映像ストリ
ームデータの映像と、後述のＧＵＩ作成部１１１で作成されたＧＵＩ画像を合成した映像
データを、後段のＡＶ処理部１０６へ出力する。ここで述べたＧＵＩ画像とは、多視点映
像制御プログラムに内包されるＧＵＩを含み、例えば、図１１に示した多視点映像コンテ
ンツを視聴するためのＧＵＩ（多視点映像、操作情報、視点情報）である。
【００２０】
　ＡＶ処理部１０６は、切替／生成部１０５より出力された映像データに対して、所定の
画像処理を施す。画像処理とは、コントラスト調整、色補正、ノイズ除去、輝度補正、及
びエッジ強調など処理が含まれる。また、音声ストリームデータに対して、音質、臨場感
等の音声処理、及び音量調整処理を施す。前述の音声処理には、擬似サラウンド処理、低
音を強調する処理、Ｄ／Ａ変換、及び増幅処理などの処理が含まれる。ＡＶ処理部１０６
は、先述の処理を、出力する映像データ及び映像データに対応した音声ストリームデータ
に施した後、出力部１０７へ出力する。
【００２１】
　出力部１０７は、ＡＶ処理部１０６によって処理された映像データ及び音声データを、
表示モニタ及びスピーカへ出力する。メモリ部１０８は先述の通り、番組情報データ、及
び多視点映像制御プログラムを保存する。また、先述の受信機プログラムや、ＧＵＩ部品
データを保存する。コンテンツデータを受信しながら再生するストリーミング方式におい
て、コンテンツデータはメモリ部１０８に一時的に蓄積しながら再生可能である。コンテ
ンツデータをファイル形式で取得して再生するダウンロード方式において、コンテンツデ
ータはファイル形式でダウンロードされ、ＨＤ１０９に蓄積し終わってから再生可能であ
る。メモリ部１０８とＨＤ１０９は物理的には同様でも良く、用途は上記に限定されない
。
【００２２】
　制御部１１０は、先述の受信機プログラムを実行すると共に、後述のリモコン受信部１
１０から受信したユーザからのリモコン制御信号に応じた処理を行う。また、多視点映像
コンテンツを再生中は、先述の多視点映像制御プログラムの実行を行う。制御部１１０は
、映像ストリームデータ及び音声ストリームデータをメモリ部１０８又はＨＤ１０９から
ＡＶデコード部１０４へ転送する際、ＡＶデコード部１０４が内部に有する映像ファイル
用バッファの蓄積状況に応じて、その転送速度の調整を行う。
【００２３】
　ＧＵＩ作成部１１１は、メモリ内１０８に内蔵されているＧＵＩ部品データからＧＵＩ
画像を作成し、切替／生成部１０５へ出力する。ＧＵＩ部品データには、先述の通り、工
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場出荷時からメモリ部１０８に保存されているものもあれば、チューナ部１０１又はイン
ターネットＩ／Ｆ部１０２から受信し、一時的にメモリ部１０８に保存されているものも
ある。
【００２４】
　リモコン受信部１１２は、ＴＶ受信装置１００用のリモコン２００から出力されるリモ
コン制御信号を受信し、制御部１１０へ転送する。
【００２５】
　図２は、本発明の実施例に係るリモコン２００のリモコンキーの構成例である。リモコ
ン２００は、数字キー２０１、選局用のアップダウンキー２０２、電源キー２０３、音量
調整用キー２０４、多視点映像制御プログラムを手動で起動するためのアプリキー２０５
、表示する映像コンテンツデータを切り替えるために使用する矢印キー２０７や決定キー
２０８を少なくとも有する。この他、ＡＲＩＢにて規定されている色キーや入力切替キー
を有しても良い。
【００２６】
　図３は、本実施例においてＴＶ受信装置１００が再生する、多視点映像コンテンツにお
ける再生フレーム画像の流れを示した図である。ＴＶ受信装置１００は、多視点映像コン
テンツに含まれる映像コンテンツＶ１１～Ｖ１３を同時に再生する。映像コンテンツＶ１
１～Ｖ１３のうちから１つの映像コンテンツＶ１１を、時刻Ｔ１１から所定の再生速度（
例えば１倍速）で表示部に表示する。以下、映像コンテンツを１倍速で再生することを通
常再生と呼ぶ。時刻Ｔ１２において、ユーザの指示に応じて、表示部に表示するコンテン
ツを映像コンテンツＶ１１から映像コンテンツＶ１３へ切り替える処理を行ったとする。
時刻Ｔ１２から所定期間、同時に再生している全てのコンテンツの再生速度を、時刻Ｔ１
２以前の再生速度より遅い再生速度（例えば０．５倍速）で再生する（以下、スロー再生
と呼ぶ）制御を行う。
【００２７】
　図４に、本実施例における多視点映像コンテンツの再生処理に関するフローを示す。本
フローは、主に制御部１１０の処理を示したものであり、詳しくは、多視点映像制御プロ
グラムに基づく処理と、受信機プログラムに基づく処理に分けられる。以下の説明では、
受信機プログラムは例えば、ＴＶ受信装置１００の出荷前にメモリ部１０８に予め保存さ
れているとする。多視点映像制御プログラムであるＪＡＶＡプログラムは放送波経由でダ
ウンロードされ、メモリ部１０８に保存されているとする。また、複数の映像コンテンツ
から成る多視点映像コンテンツはネットワーク経由でダウンロードされ、視点毎の映像フ
ァイルの状態でＨＤ１０９に蓄積されている。
【００２８】
　まず、受信機プログラムは、制御部１１０の制御指示により、メモリ部１０８から多視
点映像制御プログラムを読み出し起動させる。（ステップＳ４０１）。起動した多視点映
像制御プログラムは、多視点映像制御プログラム中に含まれるＧＵＩ部品情報とレイアウ
ト情報から、多視点映像コンテンツを視聴するためのＧＵＩ画像を作成する指示を、ＧＵ
Ｉ生成部１１０に出す（ステップＳ４０２）。このときのＧＵＩ画像は、図１１に例を示
すように、再生中の多視点映像コンテンツに含まれる各映像コンテンツの視点位置・撮影
方向等の視点情報や操作情報等を、視聴中の映像コンテンツと共に表示部に表示するもの
である。
【００２９】
　多視点映像制御プログラムには、多視点映像コンテンツの再生制御情報が記述されてい
る。図５に、多視点映像プログラムに記述されている再生制御情報の例を示す。同時再生
するコンテンツ名や、あるコンテンツの再生中に、ＧＵＩ等の操作情報により左回転又は
右回転を指示された場合に表示するコンテンツ名、多視点映像コンテンツを再生する際に
、最初に提示するコンテンツ、再生速度等が記載されている。
【００３０】
　制御部１１０は、多視点映像制御プログラムの再生制御情報を基に、複数の映像コンテ
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ンツの再生を制御する（ステップＳ４０３）。映像コンテンツ再生時、ＡＶデコード部１
０４は、表示中の多視点映像コンテンツに含まれる複数の映像コンテンツの映像ストリー
ムデータ及び音声ストリームデータを、同期をとってデコードする。受信機プログラムは
ＡＶデコード部１０４の動作状態を検知し、同期をとって複数の映像コンテンツをデコー
ド処理している場合に、多視点映像コンテンツの再生を認識する（ステップＳ４０９）。
【００３１】
　ステップＳ４０４にて、ＡＶデコード部１０４においてデコードされた複数の映像コン
テンツのうち、再生制御情報を基にデフォルトの映像コンテンツの映像ストリームデータ
及び音声ストリームデータを選択し、ＡＶ処理部１０６へ出力させる。ステップＳ４０５
にて、多視点映像コンテンツの再生中に、ユーザにより、表示する映像コンテンツの切り
替え指示があるか否かを判断する。映像コンテンツの切り替え指示とは、例えば図１１に
示すＧＵＩの操作情報により左回転又は右回転を指示される操作や、視点情報により視聴
したい視点を直接選ぶ操作によるものに該当する。
【００３２】
　ステップＳ４０５にて、切替／生成部１０５は、映像コンテンツの切り替え指示が行わ
れた場合、表示する映像コンテンツの切り替え処理を行う（ステップＳ４０６）。このと
き、受信機プログラムは、映像コンテンツの切り替えを、Ｓ４１０切替／生成部１０５の
動作状態を基に認識する（ステップＳ４１０）。多視点映像制御プログラムの再生制御を
無効化して受信機プログラムによる再生制御を優先し（ステップＳ４１１）、切り替え処
理後の映像コンテンツの再生制御を行う。
【００３３】
　受信機プログラムは、ステップＳ４１２にて、ＡＶデコード部１０４に対して、切り替
え処理後の映像コンテンツをスロー再生するよう指示する（Ｓ４０２）。制御部１１０は
、ＡＶデコード部１０４でのデコード速度を低減させる。制御部１１０は、ＡＶデコード
部１０４が内部に有するバッファへのデータ蓄積状況に応じて、メモリ部１０８又はＨＤ
１０９からＴＳデコード部１０３、ＴＳデコード部１０３からＡＶデコード部１０４への
コンテンツデータの転送速度を調節する。これにより、表示する映像コンテンツのスロー
再生が可能となる。映像コンテンツのスロー再生方法については、前述した方法に限るこ
となく、再生速度を調節する既存の技術を用いることができる。
【００３４】
　映像コンテンツの切り替え処理が行われてから所定期間が経過したか否かを判定する（
ステップＳ４１３）。所定期間とは、ユーザが映像コンテンツ切り替え処理後の映像コン
テンツの視点位置と被写体の相対関係を十分認識できる程度の期間であり、数秒間から十
数秒間が望ましい。所定期間経過前に、表示している映像コンテンツにおいてシーン切り
替えが起こったか否かを判定する（ステップＳ４１４）。シーン切り替えが起こった場合
には、多視点映像制御プログラムの再生制御を有効化し（ステップＳ４１５）、映像コン
テンツの再生速度を通常再生の再生速度に戻す（ステップＳ４０７）。シーン切り替えが
起こった場合は、シーン切り替え前後の映像コンテンツの視点位置と被写体の相対関係を
考慮する必要がないため、通常再生を行ったほうがユーザにとって利便性が高い。多視点
映像プログラム及び受信機プログラムは、映像コンテンツの再生が終了するまで、ユーザ
による映像コンテンツの切り替え指示を監視する（ステップＳ４０８、ステップＳ４１６
）。
【００３５】
　上記では、ステップＳ４１１において、多視点映像制御プログラムの再生制御を無効化
し、受信機プログラムによる再生制御を優先したが、これは、再生速度に関する制御のみ
に留めてもよい。つまり、ステップＳ４１１からステップＳ４１５の処理の間に、多視点
映像制御プログラムから再生速度以外の制御に関する処理が指示された場合、その処理を
優先させても良い。例えば、再生停止や再生一時停止などの制御は従来どおり、実施して
良い。
【００３６】
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　表示する映像コンテンツの切り替え処理後の映像コンテンツにおける再生速度を、ユー
ザが設定可能にする設定手段を設けてもよい。図６に、再生速度の設定用ＧＵＩ画像の提
示例を示す。映像コンテンツの切り替え処理後の再生速度を、通常再生に比べて、０．５
倍速、０．１倍速などユーザが選択できる項目のほか、映像コンテンツ切り替え処理後に
再生速度の調整を行うか否かを設定する項目を設けてもよい。また、映像コンテンツの切
り替え処理後、スロー再生から通常再生にスムーズに変わるように、再生速度を徐々に通
常再生時の再生速度まであげるようにしてもよい。
【００３７】
　本実施例では、映像コンテンツの通常再生時の再生速度を１倍速として説明を行ったが
、１倍速以外の再生速度で再生していた場合でも、映像コンテンツの切り替え処理が行わ
れてから所定期間は、切り替え処理前の再生速度より遅い再生速度でスロー再生する。
【００３８】
　以上によれば、多視点映像コンテンツにおいて、映像コンテンツ切り替え処理が行われ
てから所定期間、映像コンテンツをスロー再生するようにしたので、映像コンテンツの視
点位置と被写体の相対関係が理解できるように映像コンテンツの再生を行うことができる
。
【００３９】
　（実施例２）
　図７に本実施の形態におけるＴＶ受信装置７００の構成図を示す。実施例１の図１で示
したＴＶ受信装置１００と異なり、動き量取得部７０１を有する。動き量取得部７０１は
、映像コンテンツに含まれるフレーム画像データから、フレーム画像全体またはフレーム
画像内の特定領域におけるフレーム画像間の映像の動き量を取得する。映像の動き量の取
得方法は、ブロックマッチング等による動きベクトル検出により、フレーム画像間の映像
内物体の移動量や方向を解析する方法や、映像コンテンツに付与されているメタデータか
ら取得する方法等があり、どのような取得方法でもよい。
【００４０】
　図８（ａ）は本実施例において、多視点映像コンテンツにおける再生フレーム画像の流
れを示した概念図である。図８（ｂ）は図８（ａ）における、映像コンテンツＶ２１～Ｖ
２３を作成したカメラＣ２１～Ｃ２３に関する視点情報を示す。映像コンテンツＶ２１～
Ｖ２３の視点位置や視線方向に関する視点情報は、映像コンテンツにメタデータで付与さ
れた視点情報等を用いる。
【００４１】
　ＴＶ受信装置７００は、多視点映像コンテンツに含まれる映像コンテンツＶ２１～Ｖ２
３を時刻Ｔ２１から同時に通常再生する。映像コンテンツＶ２１～Ｖ２３のうちから１つ
の映像コンテンツＶ２１を表示部に表示する。時刻Ｔ２２において、ユーザの指示に応じ
て、表示部に表示するコンテンツを映像コンテンツＶ２１から映像コンテンツＶ２３へ切
り替える処理を行ったとする。このとき、動き量取得部７０１は、時刻Ｔ２２から再生す
る映像コンテンツＶ２３の、時刻Ｔ２２より前に再生した所定数のフレーム画像データ（
例えば、数フレームから十数フレーム分のフレーム画像データ）から動き量を取得する。
制御部１１０は、取得された動き量に応じて時刻Ｔ２２から所定期間の映像コンテンツの
再生速度を決定する。動き量が所定の閾値以上の場合、図８（ａ）に示すように、時刻Ｔ
２２から所定期間、同時に再生している全てのコンテンツは、時刻Ｔ２２以前の再生速度
より遅い再生速度（例えば０．５倍速）でスロー再生される。一方、動き量が所定の閾値
未満の場合は、切り替え処理後の映像コンテンツＶ２３は通常再生される。
【００４２】
　図９に本実施例における多視点映像コンテンツの再生処理に関するフローを示す。実施
例１における図４との差異は、ステップＳ９０１において、制御部１１０が、映像コンテ
ンツのフレーム画像データより取得した動き量が予め決められた閾値以上であるか否かを
判定するところである。判定した結果、閾値以上の動き量であった場合には、切り替え処
理後の映像コンテンツはスロー再生される。動き量が閾値未満であった場合には切り替え
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処理後の映像コンテンツは通常再生される。ステップＳ４０８及びステップＳ４１６にお
いて、多視点映像プログラム及び受信機プログラムは、映像コンテンツの再生が終了する
まで、ユーザによる映像コンテンツの切り替え指示を監視する。
【００４３】
　以上では、スロー再生するか否かの判定に用いる動き量として、切り替え処理後に表示
部に表示する映像コンテンツＶ２３における動き量を用いたが、切り替え処理前に表示し
ていた映像コンテンツＶ２１における動き量を用いてもよい。再生する映像コンテンツが
多視点映像コンテンツの場合、切り替え処理前及び切り替え処理後に表示する各々の映像
コンテンツは、異なる視点から撮影したものであっても、いずれも同一の被写体を撮影し
た映像である。よって、同一の被写体の動き量を取得することになるので、いずれの映像
コンテンツから取得した動き量をスロー再生するか否かの判定に用いても同様の効果が得
られる。映像コンテンツのフレーム画像における動き量は、映像コンテンツの切り替え指
示を受けてから取得するのでもよいし、映像コンテンツの再生中に常時取得していてもよ
い。また、取得した動き量が大きいほど切り替え処理後の映像コンテンツの再生速度を遅
くするなど、取得した動き量に応じた再生速度にしてもよいし、図６のようにユーザが設
定した再生速度にしてもよい。
【００４４】
　また、映像コンテンツＶ２１から映像コンテンツＶ２２へ切り替えた場合より、映像コ
ンテンツＶ２１から映像コンテンツＶ２３へ切り替えた場合の方が、映像コンテンツ切り
替え処理後の再生速度を遅くしてもよい。映像コンテンツＶ２１から映像コンテンツＶ２
２へ切り替えた場合より、映像コンテンツＶ２１から映像コンテンツＶ２３へ切り替えた
場合の方が、図８（ｂ）からわかるように、映像コンテンツの視点位置が大きく変化する
。映像コンテンツの切り替え処理前後で映像コンテンツの視点位置が大きく変化すると、
映像コンテンツの視点位置と被写体の相対関係を瞬時に理解することがより難しくなる。
このように、制御部１１０は、切り替え処理前後の映像コンテンツにおける視点位置の変
化量を取得し、切り替え処理後の映像コンテンツの再生速度は、切り替え処理前後の映像
コンテンツにおける視点位置の変化量に応じた速度にしてもよい。
【００４５】
　以上のように、本実施例においては、ユーザが多視点映像コンテンツの視聴中に映像コ
ンテンツの切り替え指示を行った際、映像コンテンツのフレーム画像間における動き量を
取得するようにした。そして、取得した動き量が閾値以上の場合に、切り替え処理が行わ
れてから所定期間だけスロー再生するようにしたので、映像コンテンツの視点位置と被写
体の相対関係が理解できるように、動き量が閾値以上の映像コンテンツの再生を行うこと
ができる。
【００４６】
　（実施例３）
　本実施例では、再生を行うコンテンツとして、チューナ部あるいはネットワークＩ／Ｆ
部から、複数の映像コンテンツからなるマルチビューコンテンツを取得する。マルチビュ
ーコンテンツとは、互いに同期して再生可能であり、互いに関連する内容で視点位置の異
なる複数の映像コンテンツで構成される番組コンテンツである。本実施例においてマルチ
ビューコンテンツはストリーミング方式で取得され、デジタル放送又はＶＯＤ（Ｖｉｄｅ
ｏ　ｏｎ　Ｄｅｍａｎｄ）やＩＰ放送のように、放送波又はインターネット経由でコンテ
ンツデータを受信しながら再生を行う。
【００４７】
　図１０は、本発明の実施例３に係るＴＶ受信装置１０００の構成図である。実施例１と
異なり、ＴＳデコード部１０４の後段に、ストリームメモリ部１００１を備える。ストリ
ームメモリ部１００１は、ＴＳデコード部１０３によって分離された映像ストリームデー
タ及び音声ストリームデータを一時的に保存する。また、制御部１１０の制御指示により
、ストリームメモリ部１００１からＡＶデコード部１０４への映像ストリームデータ及び
音声ストリームデータの転送速度が調整される。なお、ストリームメモリ部１００１は、
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【００４８】
　本実施例においてＴＶ受信装置１０００が再生する、マルチビューコンテンツの再生フ
レーム画像の流れを示した図は、図３と同様である。実施例１において、映像コンテンツ
Ｖ１１～Ｖ１３は多視点映像コンテンツであったが、本実施例において、映像コンテンツ
Ｖ１１～Ｖ１３はマルチビューコンテンツであるとする。ＴＶ受信装置１０００は、マル
チビューコンテンツに含まれる映像コンテンツＶ１１～Ｖ１３を同時に再生する。映像コ
ンテンツＶ１１～Ｖ１３を時刻Ｔ１１から所定の再生速度（例えば１倍速）で通常再生し
、１つの映像コンテンツＶ１１を表示部に表示する。時刻Ｔ１２において、ユーザの指示
に応じて、表示部に表示するコンテンツを映像コンテンツＶ１１から映像コンテンツＶ１
３へ切り替える処理を行ったとする。このとき、制御部１１０は、時刻Ｔ１２から所定期
間、同時に再生している全てのコンテンツを、時刻Ｔ１２以前の再生速度より遅い再生速
度（例えば０．５倍速）でスロー再生する制御を行う。
【００４９】
　なお、実施例２と同様に、切り替え処理後の映像コンテンツの再生速度は、映像コンテ
ンツの切り替え処理前後に表示部に表示する映像コンテンツＶ１１又はＶ１３のフレーム
画像データから取得した動き量に応じた速度でもよい。また切り替え処理後の映像コンテ
ンツの再生速度は、切り替え処理前後の映像コンテンツにおける視点位置の変化量に応じ
た速度にしてもよい。
【００５０】
　以上によれば、多視点映像コンテンツの視聴中の映像コンテンツ切り替え処理が行われ
てから所定期間、映像コンテンツをスロー再生するようにしたので、映像コンテンツの視
点位置と被写体の相対関係が理解できるように映像コンテンツの再生を行うことができる
【符号の説明】
【００５１】
　１００　ＴＶ受信装置
　１０１　チューナ部
　１０２　ネットワークＩ／Ｆ部
　１０４　ＡＶデコード部
　１０５　切替／生成部
　１１０　制御部
　１１１　ＧＵＩ作成部
　７０１　動き量取得部
　１００１　ストリームメモリ部
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